
9
2007  September

Field Review
▪岡山県鏡野町
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空を追いかけて

News Head Line
もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/news/index.html

当社ビルディングオートメーション（BA）システム「savic-netTM FX（セービックネットエフ
エックス：以下FX）に、「超大規模複合施設監視機能」を追加しました。今回の機能追
加によりFXは1システムで、オフィス、商業施設、ホテル、住宅等を融合する大規模な複合
施設の設備一元監視を実現します。今後、各地の大規模再開発物件への販売を加速し、
年間200億円の売上を目指します。　　　　　　　　　　　　　　　　 → A

超大規模複合施設向けBAシステムを販売開始

azbilは、グループの気持ちをひとつにする
ための、シンボルマークです。
グループ理念である「“人を中心としたオー
トメーション”で、人々の“安心、快適、達成
感”を実現するとともに、地球環境に貢献し
ます」という思いを込めました。
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山武グループPR誌 azbil（アズビル）

空が恋しいのは、人は昔、鳥だったからかもしれない……
そんな歌に象徴されるように、人は空にあこがれる。

高い空。
黄金色の夕焼け。
巨大な入道雲。
鮮かな虹。

そして満天に輝く星。
さまざまな表情を見せてくれる空を

私たちは追いかける。

特 集

藤沢テクノセンターは、厚生労働省の安全衛生に関する表彰である平成19年度「神奈
川労働局長表彰優良賞」（快適な職場環境の形成）を受賞しました。　　　　  → B

藤沢テクノセンターが「神奈川労働局長表彰優良賞」を受賞

藤沢テクノセンターは、7月12日にホテルニューオータニで開催された「第10回蓄熱のつ
どい」において「蓄熱を活かす」功労で、財団法人ヒートポンプ・蓄熱センターより感謝状
を贈呈されました。表彰対象となったのは、新技術棟に導入した蓄熱システムです。 → B  

藤沢テクノセンターが「第10回蓄熱のつどい」で感謝状

蓄 熱システム の 効 率 運 用を実 現 する簡 易 型 蓄 熱システムコントローラ
「PARAMATRIXTM-HPⅡ（パラマトリクス・ヒートポンプ）」を開発、7月25日から販
売開始しました。これまでも山武は従来機種であるPARAMATRIX-HPの販売を通し
て蓄熱式ヒートポンプシステムの適切な運用に貢献してまいりましたが、新たに開発した
PARAMATRIX-HPⅡは、最新のIT技術に対応したビルディングオートメーションシステムで
あるsavic-net FXの開発で得られた技術を駆使し、各種IPネットワークへの対応や、デー
タ管理機能の強化など、利便性を追及しました。 → A  

省エネで環境にもやさしい蓄熱コントローラを開発

問い合わせ先

A
株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
TEL　03-6810-1112
FAX　03-5796-0795

B
株式会社 山武
広報グループ

TEL　03-6810-1006
FAX　03-5220-7274



　

第
1
回
の
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
た

の
は
1
9
7
7
年
。
毎
年
7
月
に
開
催
さ
れ
る
大

会
は
琵
琶
湖
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
工
業
大
学
の
サ
ー
ク
ル
・
マ
イ
ス
タ
ー
は

1
9
9
2
年
に
設
立
、翌
年
大
会
エ
ン
ト
リ
ー
す

る
も
書
類
審
査
で
落
選
。
初
参
加
し
た
1
9
9
4

年
の
記
録
は
28
ｍ
。
し
か
し
、
1
9
9
5
年
に
は

2
9
2
・
05
ｍ
で
準
優
勝
を
飾
り
、
2
0
0
1
年

に
は
悲
願
の
初
優
勝
、そ
し
て
翌
年
も
優
勝
と
い

う
快
挙
を
果
た
す
。
チ
ー
ム
記
録
の
32
・
1
7
7

㎞
は
2
0
0
3
年
に
打
ち
立
て
た
。
華
々
し
い
記

録
を
持
ち
、常
に
上
位
を
狙
う
マ
イ
ス
タ
ー
だ
が
、

学
校
に
航
空
学
科
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、学
生

た
ち
は
独
学
で
人
力
飛
行
機
を
設
計
・
製
作
し
て

い
る
。

　

サ
ー
ク
ル
の
主
体
は
3
年
生
。“
チ
ャ
レ
ン
ジ 

＆ 

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
”を
モ
ッ
ト
ー
に
、機
体
は

必
ず
ゼ
ロ
か
ら
設
計
し
、製
作
に
お
い
て
は
前
年

の
も
の
を
絶
対
に
流
用
し
な
い
。
必
要
な
も
の
は

す
べ
て
手
づ
く
り
が
原
則
。
メ
ー
カ
に
発
注
す
の

は
ベ
ア
リ
ン
グ
な
ど
だ
け
だ
。
操
縦
パ
ネ
ル
の
機

速
計
、回
転
計
、高
度
計
、舵
角
計
な
ど
も
自
作
。

　

今
の
３
年
生
が
自
分
た
ち
の
機
体
設
計
に
と

り
か
か
っ
た
の
は
昨
年
の
9
月
頃
。
設
計
担
当
の

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、翼
班
、プ
ロ
ペ
ラ
班
、桁
班
、

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
班
、フ
ェ
ア
リ
ン
グ
班
、操
縦
・
電

装
班
に
分
か
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
詳
細
設
計
、製
作
、

実
験
を
繰
り
返
し
て
い
く
。

　

部
員
は
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
の
マ
イ
ス
タ
ー
に

あ
こ
が
れ
て
入
っ
て
き
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

他
の
大
学
に
在
籍
す
る
文
科
系
学
生
も
入
部
し
て

い
る
。

　

マ
イ
ス
タ
ー
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
人
力
飛

行
機
部
門
で
飛
べ
る
チ
ャ
ン
ス
は
わ
ず
か
に
１
度

だ
け
。
総
勢
50
名
近
く
の
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
の
熱

い
思
い
が
翼
を
支
え
る
。
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鳥になる
毎年、滋賀県彦根市の琵琶湖を舞台に鳥人間コンテストが開催されている。

その模様はテレビ放映され多くのファンを持つ。
東京工業大学のサークル・マイスターの人力飛行機部門の面々は、
チーム記録の32kmの更新と大会優勝に向けて取り組んでいる。

東京工業大学マイスター
人力飛行機部門代表
山崎 貴史さん
高校３年のときテレビでマイ
スターチームの活躍を見て、
東工大への志望を固めたの
だとか。メンバーが自発的に
考えるチームづくりを目指して
きた。目標は大会優勝とチー
ム記録の32kmの更新

東京工業大学のサークル・マイスター人力飛行機部門の皆さん
人力飛行機部門とエコノムーブ部門の二つの部門に分かれ、人力飛行機とエコノムーバー（電気自動車）を製作。人
力飛行機は鳥人間コンテストへ、エコノムーバーはワールド エコノムーブへの出場、記録更新を目指して活動している

エンジン
人力飛行機のエンジンは人間。部室のエアロバイ
クでトレーニングするのは３年生の山田洋平さん。
機体のパフォーマンスを最大限に引き出す大切な役
目がパイロットにある

テストフライに備えたプロペラ試験。マイ
スターとしては初めてプロペラの角度を変
えられる可変ピッチプロペラを採用した

テストフライ
翼は小さな推進力でも揚力が
発生しやすい形状で長さは30m、
セスナ機の倍だ

テストフライで初めて空に浮いた
時の心境を、パイロットの山田さん
はブログで紹介している。

「飛んだー！ついに飛んだんです!!!  
この飛んだ瞬間。多くの方が「ふ
わっと」と表現していますが、実に
その通りなんですよね。えーっと、
えーっと。強いて言うなら…こう
浮くか浮かないかの時には上から
大きな手で押さえられてるような圧
迫感があるのですが、飛ぶ瞬間、
その手がさっと取り払われて、自由
だー！！ って感じ…ですかね…」 

スターター練習
左右のバランス、スピードを何度も繰り返し感覚をつかむ。技術
系サークルとはいえ体力も必要だ

特集
空を
追いかけて

“チャレンジ＆クリエイション”が生みだされる作業場
数週間に一度大掃除をしてもすぐに物があふれる



　

天
気
予
報
に
科
学
の
光
が
当
た
る
の
は
、16
世

紀
〜
17
世
紀
後
半
に
諸
外
国
に
お
い
て
温
度
計
や

気
圧
計
が
発
明
さ
れ
て
か
ら
だ
。
さ
ら
に
電
信
の

発
達
に
よ
り
、観
測
値
を
用
い
た
天
気
図
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

日
本
で
は
1
8
7
5
年
か
ら
気
象
観
測
を
開
始

し
、
1
9
8
4
年
か
ら
毎
日
３
回
全
国
の
天
気
予

報
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
低
気
圧
や
台
風

の
通
り
道
と
な
る
中
緯
度
帯
に
あ
る
日
本
は
、大

雨
や
暴
風
な
ど
の
災
害
が
と
き
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
。
天
気
予
報
は
こ
う
し
た
災
害
か
ら
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
防
災
情
報
と
し
て
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
る
。

　

一
方
、明
日
の
天
気
次
第
に
よ
っ
て
行
動
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
し
ま
う
ほ
ど
、天
気
予
報

は
日
常
生
活
を
左
右
す
る
生
活
情
報
で
も
あ
る
。

四
季
の
変
化
に
富
む
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、天
気
へ

の
関
心
が
ど
の
国
民
よ
り
高
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
天
気
に
関
す
る
こ
と
わ

ざ
が
驚
く
ほ
ど
多
い
の
だ
ろ
う
。

　

現
在
の
天
気
予
報
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使

し
た
数
値
予
報
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、予
報
者
が

気
象
学
的
な
知
識
や
経
験
を
加
味
し
て
作
成
し

て
い
る
。
数
値
予
報
シ
ス
テ
ム
は
定
期
的
に
更

新
を
繰
り
返
し
、精
度
は
格
段
に
向
上
し
た
と
い

う
。
予
報
し
た
日
に
１
㎜
以
上
の
降
水
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
を
表
す
予
報
的
中
率
は
平
均
84
％
。
さ

ら
な
る
科
学
の
発
展
が
1
0
0
％
当
た
る
予
報
を

可
能
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
最
新
の
技
術
で

は
、積
乱
雲
に
と
も
な
う
竜
巻
な
ど
の
突
風
を
対

象
と
し
た
「
突
風
に
関
す
る
防
災
気
象
情
報
」が

2
0
0
7
年
度
末
に
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

高
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、私
た
ち
は
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
天
気
予
報
や
気
象
情
報
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
は

気
象
レ
ー
ダ
や
ア
メ
ダ
ス
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ
が

い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
。
そ
う
し
た
デ
ー
タ
と
と

も
に
、空
を
見
上
げ
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
お
こ

う
。
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　空気中に含まれる水蒸気が何℃で結露するか、その温度を調べる計測器が露点温度計です。す
でに燃料電池の研究者などの間で高い評価を受けている小型で応答特性に優れた山武の小型鏡
面冷却式露点計FINEDEW™が、雲の生成過程を研究する気象学の分野でも活躍しています。
　毎年、岩手県釜石鉱山廃坑では、深さ500mの縦坑で発生する上昇気流を利用して自然界に近い
スケールで雲の生成過程を研究する実験が行われています。そこで山武のFINEDEWが、雲が発
生する付近の露点計測のために活用されました。雲の生成過程を理解するためには、対流圏で雲
が発生する高度付近の正確な露点の把握が必要です。しかし世界中で、まだ誰も信頼感のある露
点の計測に成功していないので、今回の実験結果が注目されるところです。
　雲の生成過程が解明されることにより、地球規模で問題となっている地球温暖化や酸性雨の基
本的な要因の研究が進むことが期待されています。

雲の生成過程の解明のために、世界初に挑戦

小型鏡面冷却式露点計FINEDEW
azb i l  Top i cs

気象庁 予報部 予報課
天気相談所 予報官
伊東 譲司さん（気象予報士）
この道41年のキャリア。ファン
クラブもあるとか。テレビ出演す
る若い気象予報士の中には伊
東さんの教えを受けている人も。
小さい頃から気象に興味を持ち、
現在は、天気相談所に寄せられ
るさまざまな相談に応えている

天気予報
　天気の変化は私たちの生活に大きな影響を及ぼす。

占いによる天気予報は古代から行われ、
あるいは観天望気（天気のことわざ）により

経験的に天気を予想していた。
現在は、どのように予報しているのだろうか。

衛星画像
衛星による観測は、リモートセンシングにより、風の状況、地
表面の温度、水蒸気の量などを観測している。現在は「ひ
まわり6号」「ひまわり7号」の2機体制（画像は気象庁
提供）

天気予報が作られる部屋
アメダス、気象レーダ、気象衛星、さらにはアメリカの極軌
道衛星など、さまざまなデータから天気図を作成し、現在の
大気の状態を分析。スーパーコンピュータで将来の天気
の状態を予想、この結果をもとに予報官が天気予報を作
成する

アメダス
全国のおよそ1300か
所で降水量を観測し、そ
のうち約840か所では、
降水量のほかに風向、
風速、気温、日照時間も
観測している

「夕焼けの時は、明日は天気が良い」
天気は西から移動するため、西側が晴れてい
れば翌日は晴れる

「巻雲が広がると雨が近い」
低気圧が接近すると現れるのが薄く、細いす
じ状の巻雲。シーラスと呼ばれるこの雲を見
て、登山する山男は「雨を知らす（シーラス）」
と言うのだとか

観天望気には科学的な裏付けがある

宇宙から見た台風の画像。
中央の穴が台風の目。そ
の大きさは平均直径40km
から50kmにもなる

特集
空を
追いかけて

各種実験機材が
置かれた実験現
場。奥の柵の向
こうに深さ400m
の縦坑がある

人工的な上昇気
流を作るための2
台のブロアー
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い
。
西
は
り
ま
天
文
台
の
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん

ど
が
そ
う
で
あ
り
、お
話
を
伺
っ
た
飯
塚
研
究

員
も
小
学
１
年
生
の
頃
に
の
ぞ
い
た
小
さ
な
望

遠
鏡
が
、大
宇
宙
と
付
き
合
う
最
初
の
き
っ
か

け
だ
っ
た
と
か
。

　

と
こ
ろ
で
、な
ゆ
た
望
遠
鏡
の
「
な
ゆ
た
」と

は
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
極

め
て
大
き
な
数
」を
意
味
す
る
。
日
本
の
数
詞

で
は
10
の
60
乗
を
表
す
。
想
像
も
で
き
な
い
巨

大
な
数
だ
が
、そ
れ
が
宇
宙
の
魅
力
だ
。
私
た

ち
の
住
む
地
球
は
太
陽
系
に
属
し
、太
陽
系
は

銀
河
系
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
銀
河
に
は

１
０
０
０
億
の
星
が
あ
り
、さ
ら
に
、こ
う
し
た

銀
河
が
１
０
０
０
億
あ
る
と
い
う
。
こ
の
場
合

の
星
と
は
自
ら
輝
く
天
体
、つ
ま
り
恒
星
の
こ

と
で
地
球
の
よ
う
な
惑
星
は
含
ま
れ
な
い
。
小

学
生
に
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、星
の
数
は
海
岸
の
砂
粒
よ
り
多
い
と
例
え

る
そ
う
だ
が
、そ
う
聞
い
て
も
や
は
り
実
感
で

き
な
い
ほ
ど
途
方
も
な
い
数
だ
。
そ
れ
が
宇
宙

の
魅
力
な
の
だ
ろ
う
。

　

星
空
を
不
思
議
に
思
っ
た
太
古
の
昔
か
ら
人

は
夜
空
を
追
い
か
け
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、人
類
が
そ
の
足
で
立
っ
た
こ
と
の
あ
る
月

で
さ
え
そ
の
成
り
立
ち
が
解
明
さ
れ
て
い
な

い
。
西
は
り
ま
天
文
台
で
は
な
ゆ
た
望
遠
鏡
の

他
に
、60
㎝
望
遠
鏡
や
太
陽
望
遠
鏡
、電
波
望

遠
鏡
を
使
用
し
て
研
究
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
で
天
文
学
の
学
術
的
な
観
測
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ぞ
、い
つ
も
星
空
を
眺
め
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
え
ば
、実
は
、机
に
向
か
っ
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
モ
デ
ル
計
算
や
デ
ー
タ

解
析
の
時
間
の
方
が
は
る
か
に
長
い
と
い
う
。

な
ゆ
た
望
遠
鏡
に
は
1
秒
間
に
５
０
０
コ
マ
と

い
う
高
速
で
撮
影
で
き
る
観
測
装
置
が
あ
る

が
、そ
れ
を
使
っ
て
、観
測
し
た
一
夜
の
デ
ー
タ

の
解
析
に
は
半
年
以
上
か
か
る
の
だ
と
か
。

　

な
ゆ
た
望
遠
鏡
を
誰
も
が
の
ぞ
け
る
観
望
会

は
、毎
日
午
後
７
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
日
は
兵
庫
県
内
の
小
学
生
約
80
名
が

参
加
し
た
。
流
星
群
が
近
づ
く
時
に
開
催
さ
れ

る
天
体
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
は
、大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
２
０
０
名
以
上
が
集
ま
り
、定
員
な
し

の
日
曜
日
の
観
望
会
に
は
毎
週
１
０
０
人
を
超

す
人
が
訪
れ
る
。
空
の
彼
方
へ
の
興
味
は
尽
き

る
こ
と
が
な
い
。

空の彼方
日本は、一般に公開されている天文台が300を超える

世界に例を見ない天文台大国と言われている。
兵庫県にある西はりま天文台・なゆた望遠鏡は、

光学望遠鏡として日本最大、そして公開用としては世界最大の望遠鏡だ。

　

な
ゆ
た
望
遠
鏡
の
反
射
鏡
は
直
径
２
m
。
天

体
か
ら
の
光
を
集
め
て
観
測
す
る
望
遠
鏡
と
し

て
日
本
最
大
、一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の

と
し
て
は
世
界
最
大
だ
。

　

そ
も
そ
も
日
本
の
晴
天
率
は
約
3
割
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
世
界
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
天
文
台

が
多
い
。
そ
れ
だ
け
星
や
宇
宙
に
関
心
を
寄
せ

る
国
民
な
の
だ
。
小
さ
い
頃
か
ら
星
空
や
宇
宙

に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に

天
文
の
世
界
を
追
い
か
け
る
人
も
少
な
く
な

兵庫県立西はりま天文台公園
研究員
飯塚 亮 博士（理学）
2005年7月に打ち上げられたX線天文
衛星「すざく」の開発に携わる。現在は、
なゆた望遠鏡と「すざく」のデータを解
析しながら、銀河団やブラックホールにつ
いて研究するかたわら、宇宙の魅力を伝
える教育普及活動にも取組んでいる

兵庫県立
西はりま天文台公園

天体を中心に、自然と親しみ触
れ合いながら科学を身近に感じ
られる参加体験型生涯学習施
設。宿泊施設を備え、宿泊者
は毎日、土日には宿泊をしない
一般入園者も観望会に参加で
きる。なお、土曜日は定員があ
り、事前に電話予約が必要

住 所
電 話
ホームページ

兵庫県佐用町西河内407-2
0790-82-0598（管理棟）
http://www.nhao.go.jp/

：
：
：

特集
空を
追いかけて

なゆた望遠鏡の反射鏡は直径2m。反射鏡は天体からの光を集める鏡で、人間の瞳
（黒眼部分）16万個分に相当する。この望遠鏡で見ることができるのは120億光
年先までの宇宙。ちなみに1秒間に地球を7周半も進める光が1年間に進む距離は
およそ9兆4600億km。それだけでもう想像もつかない距離だ

人気の天体ベスト３

　　　土星　　　　　月　　　　　木星

この日はあいにくのくもり空。望遠鏡をのぞいても星は見えな
かったが、子どもたちの宇宙への興味は大きくなったはずだ

よくある質問ベスト３
宇宙のはじまりはいつ？
宇宙人はいるの？
ブラックホールって何？
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ClientVol.1 岡山県鏡野町

旧
４
町
村
の
合
併
に
よ
る

水
道
施
設
拡
張
整
備

　

岡
山
県
鏡
野
町
は
、２
０
０
５
年
３
月

に
旧
鏡
野
町
、旧
奥
津
町
、旧
上か
み
さ
い
ば
ら

斎
原
村
、

旧
富と
み

村
の
４
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
鳥
取
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、農

業
と
林
業
が
主
な
産
業
で
す
。
ま
た
、た

く
さ
ん
の
自
然
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、そ

れ
ら
を
活
用
し
た
観
光
産
業
も
盛
ん
で

す
。

　

合
併
以
前
、水
道
施
設
は
各
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
が
、合
併
に
よ
り
管
理
す
る
水
道
施
設

が
増
加
し
た
こ
と
、奥
津
地
区
や
上
斎
原

地
区
の
観
光
客
増
加
に
よ
る
水
道
需
要
へ

の
対
応
な
ら
び
に
全
町
民
に
対
す
る
水
道

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
効
率
的
に
行
う
た
め

に
、中
央
監
視
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
水
道
施
設
の
拡
張
整
備
工
事
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
っ

た
の
は
、旧
鏡
野
町
水
道
施
設
全
域
、旧
上

斎
原
水
道
施
設
全
域
、旧
富
村
水
道
施
設

の
一
部
で
す
。

　

工
事
の
テ
ー
マ
は
、こ
れ
ま
で
に
導
入

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
で
き
る
限
り
生
か
し

な
が
ら
、遠
隔
監
視
が
で
き
る
よ
う
に
統

合
さ
せ
て
い
く
こ
と
。
各
地
区
の
特
性
を

考
慮
し
な
が
ら
一
元
管
理
に
よ
る
水
道
施

設
の
維
持
を
目
指
す
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

既
存
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
を

活
用
し
た
遠
隔
管
理

　

旧
鏡
野
町
に
は
１
９
９
７
年
か
ら
山

武
のH

arm
onas™

が
、旧
上
斎
原
村
に
は

１
９
９
３
年
にU

C
S

™
3000

が
そ
れ
ぞ

れ
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
工
事

で
は
こ
れ
ら
の
機
器
を
活
用
し
な
が
ら
最

新
の
シ
ス
テ
ム
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

水
道
施
設
の
建
設
、管
理
、維
持
を
担
当

す
る
原
田
氏
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
合
併
に
よ
り
エ
リ
ア
が
拡
大
し
、各
地
域

の
水
道
施
設
管
理
が
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
遠
隔
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、効
率
良
く
施
設
の
監
視
、確
認
作

業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
原

田
氏
）

　

今
回
の
水
道
施
設
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム

は
、同
町
が
保
有
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

活
用
す
る
こ
と
で
低
コ
ス
ト
で
導
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
旧
上
斎
原
村
と
旧

奥
津
町
は
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
構
想
に

よ
り
先
進
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

「
高
機
能
で
高
速
、し
か
も
信
頼
性
の
高
い

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
通
信
に
よ

り
、町
有
財
産
の
有
効
活
用
と
通
信
経
費

抑
制
を
図
っ
て
い
ま
す
」（
牧
野
氏
）

　

既
存
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
遠

隔
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、鏡
野
町
役
場

内
で
、上
斎
原
地
区
と
富
地
区
の
水
道
施

設
の
監
視
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

支
所
（
旧
役
場
）で
あ
る
上
斎
原
振
興
セ

ン
タ
ー
と
富
振
興
セ
ン
タ
ー
に
は
、鏡
野

町
役
場
内
のH

arm
onas

と
同
じ
画
面
が

W
eb

で
確
認
で
き
るTS

S

ク
ラ
イ
ア
ン
ト

が
あ
り
、地
区
で
担
当
す
る
施
設
の
デ
ー

タ
を
手
軽
に
監
視
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「TS
S

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
活
用
し
て
施
設

の
監
視
は
も
ち
ろ
ん
、帳
票
の
閲
覧

や
印
字
が
可
能
で
、日
報
や
月
報
な

ど
の
情
報
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取

得
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
情
報
を

も
と
に
長
期
的
な
視
野
で
安
全
で

安
定
的
に
同
町
の
水
道
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
原
田
氏
）

地
元
が
求
め
る

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

水
道
サ
ー
ビ
ス
を
推
進

　

今
回
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、

E
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
担
当
職
員
の

携
帯
電
話
に
警
報
を
通
知
し
ま
す
。

「
各
地
区
の
水
道
施
設
に
近
い
職
員

が
迅
速
に
対
応
で
き
る
と
同
時
に
、

中
央
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
態
勢

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水

道
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
。
町
民
や
訪

れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
へ
安
定
的

に
水
を
供
給
す
る
の
が
私
た
ち
の

使
命
で
す
」（
原
田
氏
）

　

現
在
は
統
合
さ
れ
て
い
な
い
奥
津
地
区

の
施
設
も
将
来
的
に
は
統
合
し
、さ
ら
な

る
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
予

定
で
す
。
上
斎
原
地
区
で
は
、需
要
増
加

に
対
応
す
る
た
め
新
た
な
浄
水
場
建
設
に

も
着
手
し
ま
し
た
。

　

実
は
、町
有
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
今

回
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
活
用
す
る
の

は
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
課
題
と
な
り
な
か

な
か
実
現
し
な
い
も
の
。
そ
の
た
め
に

H
arm

onas

と
役
場
L
A
N
と
の
間
に
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
設
置

し
、不
正
ア
ク
セ
ス
の
排
除
や
ウ
イ
ル
ス

感
染
を
防
止
し
て
い
ま
す
。

「
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
管
理
す
る
部
門
の
支

援
、協
力
も
あ
り
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
２
年
が
経
過
し
た
合
併
の
メ
リ
ッ

ト
を
分
か
り
や
す
く
町
民
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
合
併
の
シ
ナ
ジ
ー

実
現
の
た
め
に
も
、重
点
的
な
投
資
に

よ
る
基
盤
整
備
、効
率
化
を
図
り
な
が
ら

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
、地
元
が
求
め
る

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
水
道
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
」（
原
田
氏
）

合併により増加した水道施設の
一括監視管理をサポート
町村合併に伴い、既存のインフラを生かした水道サービスの質の向上を実現

Vol.1 岡山県鏡野町

所 在 地
面 積
人 口
世 帯 数

：
：
：
：

岡山県苫田郡鏡野町竹田660
419.69平方キロメートル
14,059人（平成17年国勢調査） 
4,674世帯（平成17年国勢調査）

岡山県鏡野町

岡山県の北部に位置し、古くから山
陰、山陽などの主要都市を結ぶ地域
となっています。町の主な産業は、
米・果樹・野菜などを中心とする農
業と林業、また、温泉をはじめキャン
プ場・スキー場などの観光資源も豊
かです。

岡山県鏡野町
上下水道課
主事
牧野 義徳氏

岡山県鏡野町
上下水道課
課長補佐
原田 実氏

鏡野町役場内の Harmonas

緑と渓流に囲まれた天王浄水場（上斎原地区）の配水槽

セキュリティ・ゲートウェイ

Product Review

オープンな情報系システムの課題は不正
アクセスやウイルス感染。セキュリティ・
ゲートウェイは、既存のシステムに追加す
るだけで不正侵入の防止、ウイルスチェッ
クが可能です。

上斎原振興センター内の TSSクライアント

▼ 担当者の携帯電話に通知
される警報

警報を
Eメールで通知

鏡野町役場

Harmonas

TSSクライアントTSSクライアント

奥津地区水道施設 鏡野地区水道施設

上斎原地区
水道施設

富地区
水道施設

警報を
Eメールで通知

既存ネットワーク 専用回線（将来ネットワーク化） 将来統合

Harmonasを中心とした情報インフラ図

上斎原振興センター富振興センター

Sep.2007　10 11　Sep.2007



Client
Vol.2 株式会社 SUMCO 伊万里工場

世
界
的
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
製
造
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

　

株
式
会
社
S
U
M
C
O
は
、平
成
11
年

７
月
に
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
、三
菱

マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
及
び
そ
の
子
会
社

で
あ
る
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
シ
リ
コ
ン
株
式

会
社
の
共
同
出
資
に
よ
り
、３
０
０
㎜
口

径
の
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
の
開
発
及
び
製

造
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

両
グ
ル
ー
プ
の
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
事
業

を
完
全
統
合
し
、現
在
で
は
佐
賀
や
生
野
、

米
沢
等
に
工
場
を
持
つ
、世
界
第
２
位
の

シ
ェ
ア
を
誇
る
メ
ー
カ
に
発
展
し
ま
し

た
。

　

な
か
で
も
伊
万
里
工
場
は
S
U
M
C
O

の
生
産
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、

3
0
0
㎜
ウ
ェ
ー
ハ
の
生
産
に
お
い
て
、

主
力
工
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
3
0
0
㎜

な
ど
の
大
口
径
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
は
近

年
需
要
が
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
た
め
、

新
工
場
の
建
設
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

市
場
成
長
に
合
わ
せ
て

拡
張
性
を
重
視

　

こ
れ
ま
で
伊
万
里
工
場
で
は
、生
産
設

備
の
監
視
や
制
御
は
盤
計
装
に
よ
り
手
作

業
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、設
備

の
増
強
と
規
模
の
拡
大
に
と
も
な
い
、中

央
監
視
装
置
の
導
入
を
検
討
。
2
0
0
1

年
に
山
武
のH

arm
onas™

を
導
入
し
ま

し
た
。

「
山
武
を
選
ん
だ
理
由
の
ひ
と
つ
に
、拡
張

性
が
あ
り
ま
す
。
入
出
力
系
統
は
当
時
既

に
3
0
0
0
〜
5
0
0
0
点
あ
り
、３
万

点
に
ま
で
増
え
る
予
定
で
し
た
。
市
場
の

成
長
に
合
わ
せ
て
、将
来
性
を
重
視
し
た

結
果
、対
応
力
の
あ
る
山
武
の
提
案
が
魅

力
的
で
し
た
」（
古
賀
氏
）

　

シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
の
製
造
で
は
、１

日
当
た
り
の
生
産
量
が
多
く
、生
産
に
支

障
を
来
た
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
、極
力
短
い
工
期
や
、入
念
な
下
準

備
と
効
率
の
よ
い
工
事
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
山
武
の
対
応
力
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

「
当
工
場
に
は
製
造
工
程
で
使
う
純
水

や
排
水
、ガ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
設
備

が
あ
り
ま
す
。
各
設
備
の
設
計
や
設
備

メ
ー
カ
と
の
調
整
な
ど
を
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
武
は
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
の
連
携
と
細
部
に
わ
た
っ
た
調
整

で
、短
納
期
で
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。

他
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」

（
田
代
氏
）

　

導
入
工
事
は
、
2
0
0
0
年
の
夏
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
2
0
0
1
年
の
立
ち
上
げ
時

に
は
す
で
に
約
９
割
が
機
能
し
、切
り
替

え
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

運
転
管
理
の
た
め
の

機
器
か
ら
製
品
の

品
質
保
証
を
す
る
機
器
へ

　

H
arm

onas

の
導
入
は
、安
全
性
の
確

保
や
省
力
化
、省
エ
ネ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
も
っ
と
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い

た
の
は
、排
ガ
ス
処
理
設
備
が
突
然
止

ま
っ
た
際
の
対
応
で
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
、停
止
す
る
と
皆
で
現
場
を
走
り
回
り
、

不
具
合
の
あ
る
箇
所
を
現
場
で
確
認
し
て

い
ま
し
た
が
、こ
れ
で
は
時
間
が
か
か
り
、

時
に
は
人
命
に
も
関
わ
り
ま
す
。
そ
れ
が

H
arm

onas

に
よ
り
、停
止
箇
所
が
す
ぐ

に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

やH
arm

onas

は
必
需
品
で
あ
り
、も
う

昔
に
は
戻
れ
ま
せ
ん
ね
」（
本
山
氏
）

　

ま
た
、シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
の
製
造
に

は
電
気
や
水
を
大
量
に
使
用
し
ま
す
。

H
arm

onas

に
よ
り
設
備
の
稼
働
率
が
可

視
化
さ
れ
た
こ
と
で
、運
転
台
数
を
制
限

し
、省
エ
ネ
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
製
造
情
報

管
理
シ
ス
テ
ムP

R
E

X
IO

N
™

も
導
入
さ

れ
設
備
デ
ー
タ
が
自
動
帳
票
化
さ
れ
る
こ

と
で
、点
検
作
業
も
大
幅
に
軽
減
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、ス
タ
ッ
フ
は
机
上
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
デ
ー
タ
サ
ー
バ
に
ア
ク
セ
ス

し
、デ
ー
タ
の
解
析
も
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
故
障
解
析
や
ア
ラ
ー
ム
の
発
生
原
因

究
明
に
も
威
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ま
でH

arm
onas

の
役
割
は
運
転

管
理
の
効
率
化
に
あ
り
ま
し
た
が
、今
は

空
調
な
ど
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
品
質
管

理
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。H

arm
onas

の
デ
ー
タ
は
製
品
の
品
質
を
保
証
す
る

デ
ー
タ
と
な
り
、お
客
さ
ま
で
あ
る
半
導

体
メ
ー
カ
が
行
う
工
場
審
査
の
対
象
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。H

arm
onas

は
、当
初

の
期
待
を
超
え
た
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
で
す
」（
田
代
氏
）

グ
ル
ー
プ
内
の

シ
ナ
ジ
ー
を
意
識
し
情
報
の

可
視
化
と
共
有
を
進
め
る

　

既
設
工
場
で
の
実
績
が
認
め
ら
れ
た

H
arm

onas

は
、新
工
場
へ
の
納
入
も
決

定
し
、す
で
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、入
出
門
管
理
に
は
山
武
のsavic-

net™
FX

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
も
導

入
し
、機
密
事
項
の
保
持
や
不
審
者
の
出

入
り
監
視
を
強
化
す
る
予
定
で
す
。

「
こ
れ
ま
で
は
自
工
場
の
増
産
増
強
へ
の

対
応
が
第
一
の
目
的
で
し
た
が
、こ
れ
か

ら
は
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
と
展
開
の
時
期

に
入
り
ま
す
。
今
後
は
S
U
M
C
O
グ

ル
ー
プ
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、グ

ル
ー
プ
内
シ
ナ
ジ
ー
が
必
要
で
す
。
そ
れ

に
は
、今
回
の
中
央
監
視
の
よ
う
な
可
視

化
に
よ
る
情
報
共
有
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
要
望
に
応
え
、

共
に
歩
ん
で
き
た
山
武
の
さ
ら
な
る
提
案

に
期
待
し
て
い
ま
す
」（
真
忠
氏
）

納入事例紹介

生産、空調、使用エネルギー等のデータを蓄積し管理している

株式会社 SUMCO

SUMCOは、お客さまと株主の期待に応
え、従業員に幸せを与え、社会に貢献する、
常に世界一のシリコンウェーハメーカを
目指しています。

U R L
所 在 地
伊万里工場所在地

会 社 設 立
事 業 内 容

：
：
：

：
：

http://www.sumcosi.com/
東京都港区芝浦一丁目2番1号
佐賀県伊万里市東山代町
長浜826-1
1999年7月
半導体用シリコンウェーハ
の製造・販売

生産・技術本部
設備技術部
設備技術課 課長補佐
田代 隆氏

九州事業所
設備管理課
グループリーダー
本山 篤氏

株式会社SUMCO
生産・技術本部
設備技術部長 執行役員
真忠 達明氏

九州事業所
設備管理課
ユニットリーダー
古賀 博美氏

SUMCO製品の例、単結晶インゴット（奥）とスラ
イスして加工されたポリッシュト・ウェーハ（手前）。
これを基に半導体素子が生産される。

オフィスでも中央監視装置と同じ画面が確認できる

株式会社 SUMCO 伊万里工場

大規模シリコンウェーハ生産工場設備の
省エネルギー、省力化を実現
アジア有数のシリコンウェーハ生産工場の環境負荷低減、省力化、安定稼働を
中央監視システムでサポートしています。

Vol.2

伊万里にある4工場すべての制御を行う協調オートメーション・システム Harmonas。異常が起こっても、モニター上で状態を確認して対応することができる
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【歌ごえねんりょう車】
■若鶴 朋実さん
■広島県広島市立皆実小学校3年生
エンジンを音符にしたところや、ボタンで車が動
くようにしたところを工夫しました。

表 紙
言 葉の

この絵は、社団法人発明協会が子どもの自由奔放な発想を広く集めた「第
29回未来の科学の夢絵画展」の作品の中から、同協会のご協力を得て掲載
し、表紙に特徴的部分を拡大しています。

高校生の頃に富士山の頂上まで何度か登ったこ
とがあります。五合目を夜に出発し、頂上に到着
したときにご来光を拝むということで、夜中ひた
すら富士山を登り続けます。本当に過酷な富士
登山なのですが、それでも“また登りたい！”と
思わせるもの…それは本当に降って来そうな星
空なのです。都会では見たこともないほどの星
の数、そして流れ星がドンドン本当に降って来る
のです。今回の特集でその星空を思い出しまし
た。また見たいのですが、身体が…。� （akubi）

編集後記

■�本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希望、ご感想、取り
上げてほしいテーマなど、皆さまからのお便りをお待ちし
ております。お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号な
どをご記入の上、下記まで郵送、FAX、電子メールなどで
お寄せください。
■�ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名ラベルに表示され

ております８桁の登録番号も併せてお知らせください。

■お問い合わせ
　〒100-6419　東京都千代田区丸の内2-7-3　東京ビル
　株式会社 山武 広報グループ azbil 編集係
　TEL：（03）6810-1006　FAX：（03）5220-7274
　E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com
　
■発行日：2007年9月1日
■発　行：株式会社 山武　広報グループ
■発行責任者：須原 一郎
■制　作：産業編集センター

山武グループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、ありがとうございます。

私たちは、

「人を中心としたオートメーション」で、

人々の「安心、快適、達成感」を

実現するとともに、

地球環境に貢献します。

　彗星は天体としては小さく、数km 〜数十kmほどしかない。軌道
は太陽系の惑星とは違い、ほとんどがだ円だが、一度太陽の周りを回
ると、二度と戻って来ない彗星もある。本体は小さいので、太陽に近
づくまでは明るくならない。そのため、太陽に近づかないと発見さ
れず、さらに細長いだ円軌道のため、太陽近くでは運動がかなり速
くなる。「彗星のごとく現れる」の例え通り、突然現れてすぐに去っ
ていく。彗星の正体は、チリを含んだ氷などが集まり固まったもの。
これを彗星の「核」といい、その周りには、核がとけて蒸発したガス
状の「コマ」があり、これが、太陽の影響を受けて流されて「尾」と
なったりする。別名をほうき星。彗星を発見すると発見者の名前を
つけることができるが、同時に発見された場合は先着順に３人まで
の名前が認められる。彗星の中でもよく知られている「ハレー彗星」
は、76年かけて太陽の周りを一周している。今度地球に近づくのは、
2061年の予定。

次はいつ会えるかな？
彗星の話

周期約76年。古くは紀元前240年の史記の始皇本紀に出現が記録されてい
る。今後の予定は2061年7月28日、2134年3月27日。

周期約3.3年。初めて確認されたのは1786年。現在知られている周期彗星
の中で最も短い周期。

2002年に発見。周期約366年は周期彗星中、最も長い。次回は2368年ごろ。

1997年、18 ヶ月もの期間にわたって肉眼で見ることができ、20世紀で最
も広く観測された彗星。彗星は4380年に戻ってくると考えられる。

2007年1月、白昼に肉眼で見ることができる大彗星となり、2007年の大彗
星とも呼ばれる。日本では日の出前や日没後に観察された。

 ハレー彗星

 エンケ彗星

 池谷・張彗星

 ヘール・ボップ彗星

 マックノート彗星

　

化
学
や
紙
パ
ル
プ
、製
鉄
、非
鉄
金
属
、電
機

電
子
な
ど
の
様
々
な
製
造
工
場
で
は
、ど
の
よ

う
な
条
件
下
で
製
品
が
製
造
さ
れ
た
か
を
示

す
温
度
、圧
力
、流
量
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
・
デ
ー

タ
の
収
集
が
不
可
欠
と
な
る
。
プ
ロ
セ
ス・デ
ー

タ
は
生
産
管
理
に
役
立
て
ら
れ
、ど
れ
だ
け
の

材
料
を
ど
う
い
う
風
に
使
っ
た
か
と
い
う
デ
ー

タ
を
も
と
に
生
産
効
率
や
品
質
の
改
善
を
行

う
。
10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

の
収
集
や
管
理
、解
析
は
、手
作
業
で
行
わ
れ

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
各
工
場
内
で

専
用
機
に
よ
る
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
対
応
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、価
格
も
高
い

う
え
に
、利
用
し
や
す
く
き
め
細
か
い
デ
ー
タ

収
集
を
行
う
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
り
、汎
用

性
の
あ
る
製
造
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
登
場

が
待
た
れ
て
い
た
。

　

高
ま
る
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、山
武
で

は
１
９
９
７
年
か
ら
操
業
状
態
の
可
視
化
を

目
指
し
、自
動
収
集
、蓄
積
し
た
プ
ロ
セ
ス
・

デ
ー
タ
を
各
部
門
の
業
務
に
必
要
な
帳
票
・

グ
ラ
フ
形
式
に
す
る
シ
ス
テ
ム
「PREXIO

N
™

」の
開
発
に
着
手
し
た
。
99
年
か
ら
納
入

が
始
ま
り
、現
在
で
は
４
０
０
シ
ス
テ
ム
も
の

販
売
実
績
を
誇
る
。
97
年
当
初
か
ら
開
発

に
携
わ
る
亀
井
は
、開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
こ

う
考
え
た
。「PREXIO

N

を
利
用
す
る
お

客
さ
ま
は
、あ
く
ま
で
も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
で

あ
り
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
専
門
外
の
は
ず
。
専

門
的
な
知
識
が
な
い
人
で
も
利
用
し
や
す
い

製
品
に
し
な
く
て
は
」。
実
際
に
業
務
を
行

う
者
が
、自
ら
の
頭
で
考
え
、自
分
た
ち
の
欲

し
い
情
報
を
見
た
い
形
で
作
り
こ
む
「
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
発
想
が
、

「PREXIO
N

」の
開
発
テ
ー
マ
で
あ
り
、今
日

の
シ
ェ
ア
を
支
え
て
い
る
。

　
「PREXIO

N

」の
特
徴
は
、プ
ラ
ン
ト
の
特

性
に
合
わ
せ
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
デ
ー
タ
収
集

能
力
に
あ
る
。
一
定
周
期
で
制
御
シ
ス
テ
ム
か

ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
保

存
・
管
理
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、イ
ベ
ン

ト
的
に
発
生
す
る
デ
ー
タ
も
、任
意
に
収
集
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、ひ
と
つ
の
製

造
ラ
イ
ン
で
複
数
の
銘
柄
を
製
造
す
る
際
、銘

柄
の
切
り
替
え
と
同
時
に
、そ
の
銘
柄
を
製
造

し
て
い
た
間
の
プ
ロ
セ
ス
・
デ
ー
タ
を
収
集
す

る
な
ど
、き
め
細
か
い
対
応
が
可
能
だ
。
ま
た
、

銘
柄
ご
と
の
実
績
管
理
や
、バ
ッ
チ
レ
ポ
ー
ト

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ー
タ
は

E
xcel

※

な
ど
任
意
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
出
力
で

き
る
た
め
、帳
票
を
作
成
す
る
際
に
も
作
業

負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
。
誰
に
で
も
一
目

で
分
か
り
や
す
い
波
形
グ
ラ
フ
を
表
示
し
た

り
、過
去
と
現
在
の
グ
ラ
フ
を
一
画
面
に
重
ね

て
表
示
し
比
較
す
る
こ
と
も
容
易
だ
。

　

こ
れ
ら
の
画
期
的
な
機
能
は
、技
術
開
発

者
た
ち
の
努
力
の
た
ま
も
の
と
い
え
る
。
池
田

は
「
な
ん
で
も
で
き
る
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
の
高

さ
と
、誤
操
作
を
防
ぎ
正
し
く
使
う
た
め
の

操
作
を
制
限
す
る
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
遣
っ
た
」

と
語
り
、中
島
は
「
長
期
に
わ
た
っ
て
蓄
積

さ
れ
た
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
る
仕
様

の
構
築
に
苦
労
し
た
」
と
言
う
。
ま
た

「PREXIO
N

」は
、現
在
で
は
す
で
に
業
界
標

準
と
な
っ
て
い
る
Ｏ
Ｐ
Ｃ
※

と
い
う

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
仕
様
を
い
ち
早

く
導
入
し
、他
社
の
制
御
シ
ス
テ

ム
と
の
連
携
を
可
能
に
し
た
。

ま
た
、ｗ
ｅ
ｂ
の
技
術
を
取
り
入

れ
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
要
求
に
も
応

え
る
な
ど
、当
時
の
最
新
技
術
を
貪

欲
に
取
り
入
れ
て
製
品
化
し
て
き

た
。
渡
邉
は
「
新
製
品
を
出
す
か
ら

に
は
、最
新
の
技
術
に
対
応
し
た
か

た
ち
で
世
に
送
り
出
し
た
い
で
す
か

ら
ね
」と
技
術
者
の
プ
ラ
イ
ド
を
の

ぞ
か
せ
た
。
そ
し
て
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
担
当
の
久
津
間
は
「
積
極
的
に

現
場
へ
足
を
運
び
、お
客
さ
ま
の
話

を
聞
い
て
い
る
。
収
集
し
た
デ
ー
タ

を
ど
う
有
効
に
活
用
し
て
い
く
か
、

お
客
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
、さ
ら
な
る

製
品
の
改
良
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
語
る
。

　

最
後
に
開
発
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
村
手
は
、

「PREXIO
N

」の
展
望
を
こ
う
話
し
て
く
れ

た
。「
生
産
工
場
で
は
製
造
系
と
管
理
系
そ

れ
ぞ
れ
に
、質
の
異
な
る
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
質
の
異
な
る
デ
ー
タ
を
同

一
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、生

産
計
画
全
体
を
『
見
え
る
化
』さ
せ
る
新
し
い

開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
」。「PREXIO

N

」

が
、ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

の
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
導
く

日
も
近
い
。

リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
製
造
情
報
管
理
シ
ス
テ
ムP

R
E
X
IO
N

プ
ロ
セ
ス・
デ
ー
タ
を
収
集
し
、生
産
効
率
の
改
善
へ
と
つ
な
げ
る

a z b i l
m i n d
人 を 中 心 と し た
オートメーションを目指して。

Vol.8

PREXION
（プレキシオン）

▶ PREXIONの 開 発
に携わったアドバン
スオートメーションカ
ンパニーの面々。

　 写真左より、渡邉、
久 津 間、亀 井、村
手、池田、中島

1998年 入 社、入 社 時は
DCSゲートウェイを担当し、
現在はヒストリカルデータ
ベース製品をメインに担
当。

「 新 技 術 を 生 か し、
PREXIONをより創造的な
データの活用ができる製
品に発展させていきたいで
す」

渡邉�桂
ソリューション開発部 3グループ

2002年入社、PREXION
などのアプリケーション製
品の企画を担当。

「まだまだ修行中ですが、お
客さまに喜んでいただけるよ
うな製品を企画して世に送
り出せるよう頑張ります」

久津間�康博
ソリューションマーケティング部

1990年 入 社、制 御シス
テム上位の計算機アプリ
ケーションの企画・開発を
手がけ、現在はプラント情
報管理や高度化操業のた
めのソリューション企画を
担当。

「お客さまが現場で使いや
すい商品の企画・開発を
行っていきます。目標は取
扱説明書が不要なくらいの
分かりやすい商品です」

亀井�宏和
ソリューションマーケティング部

1983年入社、コンポーネン
ト開発から始まり、DCSな
どの制御システム、最近は
情報系システム製品と、情
報化の波に乗り製品を開
発。

「今後も“azbil”の理念に
従い、“人を中心としたオー
トメーション”を支援する製
品を開発していきます」

村手�恒夫
ソリューション開発部 3グループ

1993年入社、入社当時は
制御システムの開発を担
当。その後、オープン化対
応のゲートウェイおよび標
準化インタフェースの開発
を経て、現在は製造の履歴
データベースアプリケーショ
ンの開発を行う。

「“azbil”の理念を意識し、
お客さまが安心して利用で
き、簡単で使いやすい製品
を開発していきます」

中島�章喜
ソリューション開発部 3グループ

2001年入社、入社時より
PREXIONを担当し、現在
はイベントヒストリ・ロット実
績管理を担当。

「“人を中心とした”の理念
に基づき、安全・快適にオ
ペレーションできるようなア
プリケーションの開発をして
いきたい」

池田�剛
ソリューション開発部 3グループ

※ Excelは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
※ ＯＰＣ（OLE for Process Control）は、米国OPC Foundationが策定した国際標準のアプリケーション間通信インタフェースの統一仕様です。 Sep.2007　14 15　Sep.2007
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□ 山武　□ 山武商会　□ 山武コントロールプロダクト
□ 山武エキスパートサービス　□ 山武フレンドリー　
□ 山武ケアネット　□ 安全センター
□ 熊本安全センター　□ セキュリティフライデー
□ 原エンジニアリング　□ 金門製作所　□ 太信
□ ロイヤルコントロールズ　□ テムテック研究所

販売店

　

日
本
最
大
の
湖
、琵
琶
湖
。
今

か
ら
約
４
０
０
万
年
前
に
で
き
た
世

界
で
も
数
少
な
い
古
い
歴
史
を
持
つ

湖
だ
。
周
囲
２
３
５・
２
㎞
、面
積

6
7
0
・
25
㎢
は
、県
全
体
の
約
６

分
の
１
を
占
め
、貯
水
量
は
お
よ
そ

２
７
５
億
㎥
で
、近
畿
１
４
０
０
万

人
の
お
よ
そ
15
年
分
の
生
活
用
水

に
相
当
し
、「
近
畿
の
水
が
め
」と

呼
ば
れ
て
い
る
。

　

琵
琶
湖
の
美
し
い
風
景
は
、「
琵

琶
湖
八
景
」や
「
近
江
八
景
」と
し

て
有
名
だ
。
特
に
中
国
湖
南
省
に

あ
る
洞ど
う
て
い
こ

庭
湖
の
八
景
に
ち
な
ん
だ
と

い
わ
れ
る
「
近
江
八
景
」は
、浮
世

絵
師
・
安
藤
広
重
の
風
景
画
に
よ

り
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、そ
の
美
し
い
自
然
は
多
く

の
生
き
物
を
育
ん
で
い
る
。
訪
れ
る

水
鳥
は
お
よ
そ
６
万
羽
。
水
中
に
は

約
50
種
類
の
魚
と
約
40
種
類
の
貝

が
生
息
し
て
い
る
。
中
で
も
、ニ
ゴ
ロ

ブ
ナ
や
本
モ
ロ
コ
、ビ
ワ
ヒ
ガ
イ
な
ど

12
種
類
の
魚
類
と
20
種
類
の
貝
類

は
琵
琶
湖
に
し
か
生
息
し
な
い
琵
琶

湖
固
有
種
だ
。

　

今
、滋
賀
で
は
行
政
と
住
民
の
協

働
に
よ
る
「
滋
賀
モ
デ
ル
」と
い
え

る
よ
う
な
河
川
政
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
琵
琶
湖
と
河
川
の
生
き

物
の
命
を
守
り
育
て
、川
の
文
化
を

守
り
、さ
ら
に
琵
琶
湖
や
河
川
の
水

量
・
水
温
や
水
質
へ
配
慮
し
、次
世

代
へ
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
い
う
も

の
だ
。
そ
ん
な
活
動
の一
環
と
し
て
、

湖
全
域
が
、沿
岸
14
市
町
の
い
ず
れ

か
に
組
み
込
ま
れ
る
運
び
だ
。
面
積

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
地
方
交
付
税

の
増
収
分
の一
分
を
琵
琶
湖
の
環
境

保
全
に
活
用
す
る
と
い
う
。
信
用

を
子
孫
に
伝
え
よ
う
と
努
力
し
た

近
江
商
人
の
心
は
、今
、自
然
の
恵

を
子
孫
へ
つ
な
ご
う
と
す
る
人
々
の

中
で
生
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

地
元
で
は
、「
琵
」「
琶
」が
当

用
漢
字
・
常
用
漢
字
外
で
あ
る
こ

と
か
ら
、ひ
ら
が
な
書
き
に
し
た
「
び

わ
こ
」あ
る
い
は
「
び
わ
湖
」と
い
う

表
記
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

azbil Go Round
—azbil のある街—

滋　賀

azbilの拠点がある街を紹介します。
シ
ン
ボ
ル
の
琵
琶
湖

そ
の
恵
を
次
世
代
へ

azbilは山武グループのシンボルマークです


